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Ｐ５４ □分母の有理化 

 

ひろげよう   「ひろげようを読んでください。」 

 

「分数には分数独特の計算がありました。」 

「どう言っていましたか？」 

  ・通分 

  ・約分 

 「この二つに続いて３つ目です。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例６ 

 

 

問６  「やってみましょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分母、分子に

２

１

これを「分母の有理化」といいます。

トンボのめがねという歌がありますが「分母の願い」と覚えてください。

「せぇめて、分母だけでも

すると分母に

のある分数でも、分母分子に同じ数をかけてかまわない。

＝
２ × ２

１× ２

２

のない分数に変わりました。

をかけます。

＝
２

４
＝

をなくしたい」

２

２

（１）

５と

２

５

の中と外は別世界です。

１０

＝
２ × ５

５ × ５

の約分はできません。

＝
１０

２５
＝

１０

５ （２）
７

８
＝

７ × ２

８ × ２
＝

１４

１６
＝

１４

４

（２）

（１）

（３）

３

５

６

１

１８

９

＝

＝

３ × ５

５ × ５

６ × ６

１× ６

＝
１８ × ２

９× ２

＝

＝

１５

２５

３６

６

＝
９ ２

３６

＝

＝

１５

５

６

６

外は外で約分

＝
９ ２

６
＝
３

２

２
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例題１ 「例題１を読んでください。」「これまで学習したことを使いましょう」 

 

 

 

問７ 「やってみましょう」 

 

 

 

 

 

 

  みんなで話し合ってみよう   「みんなで話し合ってみようを読んでください。」 

 

 

（１）

（２）

３＝１．７３２として

２７

３

１２
＝

＝

３ × ３

１２× ３

９ × ３＝３×

＝
１２ ３

９

３＝３× １．７３２＝５．１９６

＝
１２ ３

３
＝４ ３＝４× １．７３２＝６．９２８

（１）

（２）

（３）

５＝２．２３６

２０

８０

２ ５

５

＝

＝

＝

４

１６

２ ５ × ５

５ ５

× ５

× ５

＝２×

＝４×

＝

５

２× ２５

５ ５

５

＝２× ２．２３６＝４．４７２

＝４× ２．２３６＝８．９４４

＝
５ ５

２× ５
＝
５ ５

１０
＝

５

２
＝
２．２３６

２
＝１．１１８



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    まとめると 

 

 

 

 

 

 

 

       値がにているものどおしを並べると・・・・ 

０．００５

＝
１０ ４

２
＝

＝

２

２０

１０００

５

＝０．０７０７

＝
２００

１
＝

２００

１
＝
１０ ２

１
＝
１０ ２ × ２

２

５００

５

５０

＝２．２３６

２

＝

＝

２５

１００

＝１．４１４

× ２

× ５

＝５×

＝１０×

２＝

５

７．０７

５

＝２２．３６

＝２．２３６

０．５

０．０５

＝

２ × ２

２
＝

＝０．７０７
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５

＝

＝

２．２３６
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１００

５

＝
１

２

＝

＝

２

２

＝０．２２３６

１００

５

＝
１

２

＝
１．４１４
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＝

＝

２

１

５

１０

５００

５０

５

＝７．０７

＝２．２３６

＝２２．３６

０．０５

０．５

０．００５

＝０．７０７

＝０．２２３６

＝０．０７０７
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練習問題 （宿題として１０分程度、やや難しい、答え合わせはゆっくり） 

 

１． 

 

 

 

 

 

 ２． 

 

 

 

 

 

 

 

 ３． 

 

 

 

０．０５

０．００５

の中が１００倍されると値は１０倍になっている。

→ ５

→ ０．５

→ ５００

→ ５０

２

「中身で勝負」

５＝ ４ × ５

２ ５

＝ ２０

が大きい

３ ２＝ ９ × ２＝ １８

（１） ７２＝ ３６ × ２＝６ ２ （２） １２５＝ ２５ × ５＝５ ５

（３）
６３

３
＝

９ × ７

３
＝
３ ７

３
＝ ７

（１） ６ × ２ ３＝ ３ × ２ × ２× ３＝２× ９ × ２＝２× ３× ２＝６ ２

（２）

（３）

１８

５０

÷

×

８

４８

＝
１８

８

＝ ２５

＝

×

９

４

２

＝

×

３

２

１６ × ３＝５× ２ × ４× ３＝２０ ６
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 ４． 

 

 

 

 

 

 

 

（４） １０ ÷ ５ × － ２ ＝ ２ × － ２ ＝－ ４＝－２

（５） ２４ ÷ － １８ ÷ ３＝－
２４

１８
÷ ３＝－

３

４
÷ ３＝－

４

９
＝－

２

３

（１）
３

１
＝

３ × ３

１× ３
＝

３

９
＝

３

３

（２）
３

７
＝

３ × ７

７ × ７
＝

２１

４９
＝

２１

７

（３）
６

２
＝

６ × ６

２× ６
＝
２ ６

３６
＝
２ ６

６
＝

６

３


